
 
平成 17年 7月 29日 

各    位 
                                                   会 社 名       日 本 電 気 硝 子 株 式 会 社 
                                                   コード番号  ５２１４（東証・大証第一部） 
                                                   問合せ先       取締役常務執行役員  阿閉正美 
                                                                         TEL  077-537-1700 
 

平成平成平成平成 18181818年年年年 3333月期中間期業績予想の修正に関するお知らせ月期中間期業績予想の修正に関するお知らせ月期中間期業績予想の修正に関するお知らせ月期中間期業績予想の修正に関するお知らせ    
    
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17年 5月 11日の決算発表時に公表した業績予想のうち中間期業績
予想を下記のとおり修正します。 

記 
１．平成 18年 3月期中間期（平成 17年 4月 1日～平成 17年 9月 30日）業績予想数値の修正 
（1）連  結                                （単位：百万円、%） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A）  １５０，０００  ２１，０００  ５，０００
今回修正予想（B）  １４５，０００  ２６，０００  ８，０００
増減額      （B－A） －   ５，０００ ＋ ５，０００ ＋  ３，０００
増減率 －       ３．３ ＋    ２３．８ ＋    ６０．０
前中間期実績 １５６，２５５ ２１，７９５ △３，２０８

（2）単  独 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A）  １１５，０００  １８，０００  ４，０００
今回修正予想（B）  １１５，０００  ２５，０００  １０，０００
増減額      （B－A） ±         ０ ＋ ７，０００ ＋ ６，０００
増減率        ―― ＋  ３８．９ ＋ １５０．０
前中間期実績 １１１，３６６ ２２，７０８ △１１，４１６

 

２．理   由 
・ 薄型ディスプレイ（ＦＰＤ）関連製品の生産・販売が前回予想時の水準を上回って推移していま
す。反面、ＣＲＴ用ガラスについては、需要先での調整が長引き価格も低下傾向が続くなど、一
段と厳しい市場環境にあります。これに対応するため、国内におけるＣＲＴ用ガラス生産の整
理・縮小とＦＰＤ関連製品へのシフトを加速させています。また、外国為替レートも当初前提と
した 1ドル 100円に対して円安基調で推移しています。 
・ 売上面ではＣＲＴ用ガラスの減少が大きく前回予想を下回る見通しにありますが、損益面ではＦ
ＰＤ関連製品の販売増やＣＲＴ用ガラスの事業縮小による諸費用の圧縮、円安などが寄与し、当
社単独中間期の経常利益が前回予想を上回る見通しにあるため、単独並びに連結の中間期業績予
想を上記のとおり修正します。 

 
＜ご参考＞ 
下半期の見通しはなお不透明な状況にあるため、現時点では通期業績予想については据え置きます。 
 

                                                         以   上 

 


